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平成１９年第３回大仙市議会定例会会議録第４号

平成１９年９月１８日（火曜日）

議 事 日 程 第 ４ 号

平成１９年９月１８日（火曜日）午前１０時開議

第 １ 議案第１５７号 大仙市神岡地域公共下水道事業受益者負担に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

（総務委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ２ 議案第１６０号 大曲市内小友財産区管理会条例等の一部を改正する条例の制

定について （総務委員長報告・質疑・討論・表決

第 ３ 議案第１６１号 大仙市男女共同参画都市宣言について

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ４ 議案第１５３号 大仙市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ５ 議案第１５４号 大仙市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第１５５号 大仙市立保育所設置条例の一部を改正する条例の制定につい

て （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第１５８号 大仙市立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定

について （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第１６４号 平成１９年度大仙市老人デイサービス事業特別会計への繰入

額の変更について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第１６５号 平成１９年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変更

について （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第１５６号 大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）
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第１１ 議案第１５９号 大仙市農業集落排水施設の設置及び管理に関する条例及び大

仙市下水道条例の一部を改正する条例の制定について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第１２ 議案第１６２号 市道の路線の認定及び廃止について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第１３ 議案第１６３号 平成１９年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入額の変更

について （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第１４ 議案第１６６号 平成１９年度大仙市一般会計補正予算（第５号）

（各常任委員長報告・質疑・討論・表決）

第１５ 議案第１７０号 平成１９年度大仙市老人デイサービス事業特別会計補正予算

（第１号） （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１６ 議案第１７１号 平成１９年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第１

号） （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第１７ 議案第１６７号 平成１９年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号） （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第１８ 議案第１６８号 平成１９年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号） （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第１９ 議案第１６９号 平成１９年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号） （建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第２０ 議案第１７３号 平成１８年度市立大曲病院事業会計決算の認定について

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第２１ 議案第１７４号 平成１８年度大仙市上水道事業会計決算の認定について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第２２ 請願第 １４号 アメリカ産牛肉の輸入条件の緩和に反対し、国内での全頭検

査を維持する予算措置の継続を求めることについて

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第２３ 請願第 １５号 生産者米価、農産物価格の保障を農政の柱にすることについ

て （企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第２４ 請願第 １６号 循環型堆肥工場の建設に関することについて

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）
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第２５ 陳情第 ５２号 「非核日本宣言」を求めることについて

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第２６ 陳情第 ５５号 公共工事における建設労働者の適正な労働条件の確保に関す

ることについて（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第２７ 陳情第 ５６号 有害鳥獣対策の抜本強化に関することについて

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第２８ 陳情第 ５７号 悪質商法を助長するクレジットの被害を防止するため、割賦

販売法の抜本的改正を求めることについて

（企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第２９ 陳情第 ５８号 仙北西部漁業協同組合に対する補助金の大仙市における復活

交付について （企画産業委員長報告・質疑・討論・表決）

第３０ 陳情第 ５３号 原爆症認定制度の抜本的改善を厚生労働省に求めることにつ

いて （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３１ 陳情第 ５４号 県に「子育て新税」導入をしないよう求めることについて

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３２ 陳情第 ５９号 原爆症認定制度の改革を求めることについて

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３３ 陳情第 ６０号 いじめ・不登校対策のための施策を求めることについて

（教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３４ 陳情第 ６１号 「地域安全・安心まちづくり推進法」の早期制定を求めるこ

とについて （教育民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第３５ 意見書案第３２号 「非核日本宣言」を求める意見書の提出について

（質疑・討論・表決）

第３６ 意見書案第３３号 原爆症認定制度の抜本的改善を求める意見書の提出につい

て （質疑・討論・表決）

第３７ 意見書案第３４号 公共工事における建設労働者の適正な労働条件の確保に関

する意見書の提出について （質疑・討論・表決）

第３８ 意見書案第３５号 有害鳥獣対策の抜本強化に関する意見書の提出について

（質疑・討論・表決）
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第３９ 意見書案第３６号 割賦販売法の抜本的改正に関する意見書の提出について

（質疑・討論・表決）

第４０ 意見書案第３７号 原爆症認定制度の改革を求める意見書の提出について

（質疑・討論・表決）

第４１ 意見書案第３８号 いじめ・不登校対策のための施策を求める意見書の提出に

ついて （質疑・討論・表決）

第４２ 意見書案第３９号 「地域安全・安心まちづくり推進法」の早期制定を求める

意見書の提出について （質疑・討論・表決）

第４３ 閉会中の各委員会の継続審査及び所管事務調査

第４４ 議案第１７５号 工事請負契約の締結について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第４５ 議案第１７６号 工事請負契約の締結について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第４６ 議案第１７２号 平成１８年度大仙市一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説明・質疑・討論・表決）

第４７ 議案第１７７号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第４８ 議案第１７８号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第４９ 議案第１７９号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第５０ 議案第１８０号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第５１ 秋田県後期高齢者医療広域連合議会議員補欠選挙

出席議員（２９人）

１番 橋 本 五 郎 ２番 佐 藤 文 子 ３番 小 山 誠 治

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 藤 井 春 雄 ６番 杉 沢 千恵子

７番 佐 藤 孝 次 ８番 高 橋 敏 英 ９番

１０番 千 葉 健 １１番 渡 邊 秀 俊 １２番 金 谷 道 男
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１３番 斉 藤 博 幸 １４番 佐々木 洋 一 １５番 大 野 忠 夫

１６番 武 田 隆 １７番 菊 地 幸 悦 １８番 佐 藤 芳 雄

１９番 大 坂 義 徳 ２０番 大 山 利 吉 ２１番 門 脇 一 男

２２番 本 間 輝 男 ２３番 藤 田 君 雄 ２４番 高 橋 幸 晴

２５番 橋 村 誠 ２６番 佐々木 昌 志 ２７番 鎌 田 正

２８番 北 村 稔 ２９番 竹 原 弘 治 ３０番 児 玉 裕 一

欠席議員（０人）

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

教 育 長 三 浦 憲 一 代 表 監 査 委 員 田 牧 貞 夫

総 務 部 長 老 松 博 行 企 画 部 長 佐々木 正 広

市 民 生 活 部 長 元 吉 峯 夫 健 康 福 祉 部 長 深 谷 久 和

農 林 商 工 部 長 藤 原 薫 建 設 部 長 柴 田 勝 三

病 院 事 務 長 冨 岡 曉 雄 水 道 局 長 田 口 良 邦

教 育 次 長 相 馬 義 雄 教 育 次 長 今 井 聰

総 務 課 長 進 藤 雅 彦

議会事務局職員出席者

局 長 田 口 誠 一 参 事 高 橋 薫

副 主 幹 伊 藤 雅 裕 副 主 幹 加 藤 博 勝

主 任 菅 原 直 久

午前１０時００分

○議長（橋本五郎君） おはようございます。

本会議前でありますが、大仙市災害警戒対策部長の元吉市民生活部長から発言の申し

出がありますので、これを許します。元吉市民生活部長。

○市民生活部長（元吉峯夫君）【登壇】 それでは本会議前の貴重なお時間をいただきま

して、昨日９月１７日の豪雨の状況につきましてご報告をさせていただきたいと思いま
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す。

昨日の雨量でございますけれども、湯沢河川工事事務所大曲出張所の観測地点により

ますと、１７日の一日の累計雨量が１５６ミリでございます。特に午前３時から７時の

４時間の累計雨量が６９ミリと大変強い雨でございました。

こうしたことから、９月１７日午前７時に水防対策室を設置いたしまして、排水作業

並びに冠水している道路の交通規制、通行止め等の作業を行ったところであります。一

時雨もやみまして河川の水位も下がりましたので、職員を自宅待機という形にしたとこ

ろでございましたけれども、その後、夜に入りましてまた雨が強くなりまして水位が上

昇いたしましたことから、午後９時３０分に水防対策部に切り替えをいたしまして、本

日未明まで対応させていただきました。

避難の関係でございますけれども、９月１７日９時４５分、中仙地域、玉川流域の５

世帯に対しまして避難勧告を行っております。また、午後１０時３５分には大曲地域福

部内川流域の須和町、福見町の各一部の世帯、３０世帯につきまして避難勧告をいたし

ました。それから自主避難といたしまして、大曲地域の間倉地内の３世帯、神岡地域神

宮寺地内の２世帯、協和地域下淀川、川原地内の１０世帯の方々が自主的に避難をされ

ております。

被害の状況でございますが、家屋につきましては床上浸水が住家６棟、非住家３棟、

床下浸水が住家２３棟、非住家５棟でございます。道路につきましては、冠水による通

行止めが２８カ所でございます。

農業の被害状況につきましては、大曲、南外、協和、西仙北地域におきまして、水稲

７９．７ｈａが冠水いたしております。また、西仙北地域におきましては大豆２ｈａが

冠水しております。

被害額につきましては現在調査中でございます。

なお、この被害につきましては、本日の午前８時現在で取りまとめた状況でございま

す。現在も被害の詳細につきましては調査中でございますので、この後、若干数字等、

被害の状況が変わることが予想されます。

それから国道の関係ですけれども、国道４６号線が田沢湖卒田と、それから協和の稲

沢で一部通行止めになりました。なお、これは本日の未明に開通しております。

それから、今回の災害時にテレビ画面の方で土砂災害警戒情報というテロップが流れ

たのをご覧になった方もおるかと存じます。この土砂災害警戒情報でございますけれど
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も、これは都道府県と気象台が共同して発表する情報でございます。今年度末までに全

国の都道府県で運用を開始するということになってございまして、今回秋田県と秋田気

象台で情報を発表したものでございます。

土砂災害警戒情報と申しますのは、雨が降った時に予測される土砂災害のうちの土石

流、それから急傾斜地崩壊を対象としております。当然、災害の発生箇所、時間、規模

等を詳細に特定しておるものでございません。また、技術的に予測が難しい斜面の深層

崩落、山体の崩壊、地滑り、こういうものは今回の警戒情報の発表対象としているもの

ではございません。

以上、昨日の豪雨の状況についてご報告を申し上げました。終わります。

午前１０時０７分 開 議

○議長（橋本五郎君） これより本日の会議を開きます。

○議長（橋本五郎君） 本日の会議は、議事日程第４号をもって進めます。

○議長（橋本五郎君） 日程第１、議案第１５７号及び日程第２、議案第１６０号の２件

を一括して議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。総務常任委員長２３番藤田君雄君。はい、

２３番。

○総務常任委員長（藤田君雄君）【登壇】 おはようございます。

本会議第３日目に当委員会に審査付託となりました事件について、去る９月１１日に

関係職員の出席を求め委員会を開催し、慎重審査いたしましたので、その経過及び結果

について順次ご報告を申し上げます。

議案第１５７号「大仙市神岡地域公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改

正する条例の制定について」及び議案第１６０号「大曲市内小友財産区管理会条例等の

一部を改正する条例の制定について」の２件につきましては、当局からの議案内容説明

に対し、慎重審査いたし、採決の結果、出席委員の一致をもって、本２件は原案のとお

り可決するべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません
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か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので討論なしと認めます。

これより議案第１５７号及び議案第１６０号の２件を一括して採決いたします。本２

件に対する委員長報告は原案可決であります。本２件は、委員長報告のとおり決するこ

とにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３、議案第１６１号を議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長２７番鎌田正君。はい、

２７番。

○企画産業常任委員長（鎌田 正君）【登壇】 ご報告いたします。

今期定例会、本会議第３日に当委員会に審査付託となりました事件につき、去る９月

１１日、委員会を開催し、慎重に審査いたしましたので、その経過及び結果についてご

報告いたします。

議案第１６１号「大仙市男女共同参画都市宣言について」は、当局から議案説明の後、

質疑において、「大仙市の宣言文の特徴は何か」との質疑に対し、当局より「大仙市は

非核平和宣言都市でもあるので、平和という文言を入れたこと。また、今はグローバル

化の時代である。一人一人が国民、県民、市民であると同時に地域住民でもある。国際

社会の一員でありながら、ふるさとを愛し、という文言を入れたこと。」との答弁があ

りました。

ほかに２、３の質疑等もありましたが、当局の説明を了とし、討論はなく、採決の結

果、本件は出席委員の一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。

報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので討論なしと認めます。

これより議案第１６１号を採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であ

ります。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第４、議案第１５３号から日程第９、議案第１６５号

までの６件を一括して議題といたします。

本６件に関し、委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長２１番門脇一男君。は

い、２１番。

○教育民生常任委員長（門脇一男君）【登壇】 おはようございます。

今期定例会、本会議第３日に当常任委員会に審査付託となりました事件につき、去る

１０日及び１１日に委員会を開催し、慎重審査いたしましたので、その経過及び結果に

ついてご報告を申し上げます。

議案第１５３号「大仙市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の

制定について」につきましては、当局からの改正内容の説明に対し、質疑において、

「減量化の手法の具体的な計画が示されていない中での有料化には問題があるのではな

いか」との質問があり、当局からは「ごみの減量化については、すぐに効果があらわれ

るものではなく、今回の有料化を住民のごみに対する意識改革、動機づけとして、今後

計画を立てて、市を挙げて減量化に向けて取り組んでいきたい」との答弁がありました。

また、「生ごみ処理機の普及について」の質問に対しては、「市では電動式の生ごみ

処理機の購入助成を行っているが、利用者は少ないのが現状である。要因としては、購

入費用が高いことや設置する家庭環境の違い、特に市街地はアパートなどがあり設置し

にくい環境にあることなどが考えられる。今後は販売店等とタイアップして、販売現場

で直接住民の方に紹介するなどして積極的に制度の周知を図っていきたい」との答弁が

ありました。

また、「ごみ処理手数料の考え方についてはいろいろあると思うが、今回の有料化に

あたって、その方式など具体的に比較検討は行ったのか」との質問については、「有料
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化の方式としては、単純従量制、超過有料制、定額制などがあるが、それぞれの方式の

特徴、メリット、デメリット等を比較検討した結果、出されるごみの排出量に応じて、

ごみ袋を１枚目からそれぞれの家庭で負担していただくという単純従量制が一番公平性

があると考え、今回の従量化の方式とさせていただいた」との答弁がありました。

そのほか２、３の質疑等の後、討論において「有料化の前に減量化、再資源化、分別

収集などの課題の解決が先決であり、有料化だけではごみは減らないと考える。全市民

を対象とする事務事業は税金で賄われるべきものであり、本案には反対である」との反

対討論が、また、「有料化については、手数料の上乗せということだけでなく、ごみに

対する市民の意識改革を図るねらいもあり、その意味では、今回の負担についてはおお

むね理解できる額である」との賛成討論がありました。

採決の結果、出席委員の賛成多数をもって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

した次第であります。

次に、議案第１５４号「大仙市手数料条例の一部を改正する条例の制定について」及

び議案第１５５号「大仙市立保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について」の

２議案につきましては、当局からの改正内容の説明を了とし、採決の結果、出席委員の

一致をもって、本２案は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

次に、議案第１５８号「大仙市立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定

について」につきましては、当局からの改正内容の説明に対し、質疑において、「就園

奨励費対象者の割合について」の質問があり、当局からは「使用料を全く徴収していな

いのは全体の０．１％である。また、３割弱が５，０００円全額の保育料となっており、

残りの７割ほどが通常の５，０００円以下になるような減免措置を受けている」との答

弁がありました。

また、「幼稚園に副園長、主幹教諭等を置くことができる旨の法改正の動きがあるが、

今後、教育委員会として新たに配置する方向にあるのか」との質問に対しては、「全国

的な流れとしてはそういう方向にあり、組織としてはしっかりとした内容のものになる

のではないかという感じは持っているが、国や県の方でも具体的な内容についてまだ決

まっておらず、この後の動向を見ながら検討していきたい」との答弁がありました。

そのほか２、３の質疑等の後、討論において、「本来、幼児教育は公費でもって充実

させていかなければならないものであり、今の段階で６，５００円への引き上げには賛

成できない」との反対討論がありました。
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採決の結果、出席委員の賛成多数をもって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

した次第であります。

次に、議案第１６４号「平成１９年度大仙市老人デイサービス事業特別会計への繰入

額の変更について」及び議案第１６５号「平成１９年度大仙市スキー場事業特別会計へ

の繰入額の変更について」の２議案につきましては、当局からの内容説明を了とし、採

決の結果、出席委員の一致をもって、本２案は原案のとおり可決すべきものと決した次

第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので討論なしと認めます。

これより、ただいま議題となっております案件中、議案第１５４号、議案第１５５号、

議案第１６４号及び議案第１６５号の４件を一括して採決いたします。本４件に対する

委員長報告は原案可決であります。本４件は、委員長報告のとおり決することにご異議

ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本４件は、原案のとおり可決され

ました。

次に、ただいま議題となっております案件中、議案第１５３号を採決いたします。こ

の採決は起立により行います。本件に対する委員長報告は原案可決であります。本件は、

委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（橋本五郎君） 起立多数であります。よって本件は、原案のとおり可決されまし

た。

次に、ただいま議題となっております案件中、議案第１５８号を採決いたします。こ

の採決は起立により行います。本件に対する委員長報告は原案可決であります。よって

本件は、委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）
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○議長（橋本五郎君） 起立多数であります。よって本件は、原案のとおり可決されまし

た。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１０、議案第１５６号から日程第１３、議案第

１６３号までの４件を一括して議題といたします。

本４件に関し、委員長の報告を求めます。建設水道常任委員長１０番千葉健君。はい、

１０番。

○建設水道常任委員長（千葉 健君）【登壇】 ご報告いたします。

今期定例会、本会議第３日に当委員会に審査付託となりました事件につき、去る９月

１０日に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、

その経過及び結果についてご報告いたします。

議案第１５６号「大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について」につきまし

ては、当局からの内容説明に対し、格別なる質疑・討論もなく、採決の結果、出席委員

の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

次に、議案第１５９号「大仙市農業集落排水施設の設置及び管理に関する条例及び大

仙市下水道条例の一部を改正する条例の制定について」につきましては、当局からの内

容説明に対し、「使用料金の増額となり、市民、組合員等への周知方法はどのように行

うのか」との質疑がありました。

これに対し当局からは、「施行が平成２０年４月であり６カ月の期間があるので、各

総合支所の担当課において説明会等により地域住民の方々へ周知してまいりたい」と答

弁がありました。

討論もなく、当局説明を了とし、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案

のとおり可決すべきものと決した次第であります。

次に、議案第１６２号「市道の路線の認定及び廃止について」につきましては、当局

からの説明に対し、格別なる質疑・討論もなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、

本件は同意すべきものと決した次第であります。

次に、議案第１６３号「平成１９年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入額の変更

について」につきましては、当局からの内容説明に対し、格別なる質疑・討論もなく、

採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次

第であります。
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以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。２番佐藤文

子君。はい、２番。

○２番（佐藤文子君）【登壇】 私は、議案第１５９号「大仙市農業集落排水施設の設置

及び管理に関する条例及び大仙市下水道条例の一部を改正する条例の制定について」反

対討論を申し上げます。

本条例案は、下水道及び農集の使用料を負担の公平性と統一化を口実として、今後７

年間で現在の大曲地域の公共下水道料金並みに引き上げる、その第１段階であります。

これによって大曲地域を除く地域では、２０年度においては１戸当たり年間６，０００

円から、あるいは１万６千円の負担増となる地域があります。最終年度の２６年度まで

の負担増分は図り知れません。

その一方で、既に現在の大曲地域の公共下水道より使用料の高い農業集落排水事業の

料金については、是正の予定にはなっておりません。さらに協和や西仙北においては、

維持管理費の原価より使用料単価が高いとなっているところもあります。こうした地域

では今回の引き上げこそ、むしろ不公平感を持つものではないでしょうか。

各種税金の値上げをはじめ農業所得の大きな落ち込みなどの中で、この下水道料金の

引き上げは大きな負担増となるものであります。これが第１の理由です。

２番目には、使用料の適正化についての総務省の指導に応じ、呼応したものであると

いうことです。使用料単価で汚水や処理原価を回収できない事業に対して基準となる単

価を示し、これに応じなければ財政上のペナルティーもかざし、強硬に使用料値上げを

迫ってきています。

こうした背景には、国の骨太方針に基づき公共事業の総額の削減が進められておりま

すが、中身は大都市中心、大企業中心の予算重点化で、下水道整備費については前年よ

りも５％減らし、２００１年度から比較すると４割も国の下水道整備補助金が減らされ

ているわけです。下水道整備費は巨額の経費が必要で、整備が進めば進むほど整備にか

かわる資本費はもちろん、維持管理費も大幅に増え、汚水処理費は当然増えます。また、
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処理単価は処理計画区域内人口が１万人未満や特定環境保全公共下水道、農業集落排水

などでは東京などと比較して２倍にもなっているのが常であります。使用料でもって処

理経費を賄うという公営企業の経営原則に当てはめること自体、大変無理があるものだ

と思います。

下水道は、文化水準の発展と衛生の向上のためにはなくてならない設備です。これに

対しては、当然、国と市が整備費の負担をもって進めるべきものだと思います。

なお、この料金の統一化に向けて、これまで各地域が培ってきた料金の設定は、それ

ぞれの整備の状況、地域環境などに応じて大きな違いがあります。無理に今回の統一化

を図るというふうなことには疑問を感じるものであります。

以上で私の反対討論を終わります。

○議長（橋本五郎君） ほかに通告がありませんので、これにて討論を終結いたします。

これより、ただいま議題となっております案件中、議案第１５６号及び議案第１６３

号の２件を一括して採決いたします。本２件に対する委員長報告は原案可決であります。

本２件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決され

ました。

次に、ただいま議題となっております案件中、議案第１６２号を採決いたします。本

件に対する委員長報告は同意であります。本件は、委員長報告のとおり決することにご

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、同意することに決しまし

た。

次に、ただいま議題となっております案件中、議案第１５９号を採決いたします。こ

の採決は起立により行います。本件に対する委員長報告は原案可決であります。本件は、

委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（橋本五郎君） 起立多数であります。よって本件は、原案のとおり可決されまし

た。
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○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１４、議案第１６６号を議題といたします。

本件に対し、各委員長の報告を求めます。はじめに総務常任委員長２３番藤田君雄君。

はい、２３番。

○総務常任委員長（藤田君雄君）【登壇】 ご報告を申し上げます。

議案第１６６号「平成１９年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」について、当委

員会に審査付託となりました所管する歳入歳出予算につきましては、当局からの補正予

算の内容説明に対し、質疑において、「頑張る地方応援プログラムなどの取り組みが地

方交付税に反映されることから、事業の仕分けや見直しにしっかりと取り組んでほしい。

また、繰越金については安定した財政運営のために、できるだけ財政調整基金への積み

立てをすべき」との意見がありました。

当局からは、「いろいろな手法をもって行財政改革を進めてまいりたい。また、厳し

い財政事情であるが、財政調整基金への積み立てをしっかりやっていきたい」との答弁

がありました。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決するべ

きものと決した次第でございます。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

次に、企画産業常任委員長２７番鎌田正君。はい、２７番。

○企画産業常任委員長（鎌田 正君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１６６号「平成１９年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」につきまして、

当委員会に審査付託になりました所管の歳入歳出予算について、当局から説明を求めた

後、質疑において、「６款農地・水・環境保全向上対策事業費について、今回補正した

事業費の３割についてはいつごろ支払われるのか、また、この事業は会計検査の対象と

なるが、当局は各組織の取り組みが１００％計画どおりに実施しているか把握している

のか」との質疑に対し、当局より「事業費は１２月に支払う予定であるが、支払い時期

が遅いことも考えられるため、組織の負担にならないよう国、県へも早く支払いされる

よう働きかけてまいりたい。また、各組織の取り組みについては、本庁で４人、各総合
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支所におかれても担当職員がおり、各地区を巡回して指導しながら実態を把握してい

る」との答弁がありました。

また、６款農業振興情報センター費において、委員より「研修生を７名までの受け入

れを考え、ビニールハウスを整備をするということだが、それに至った経緯と研修を受

けられた方の状況について」の質疑に対し、当局より「Ｕターン、Ｉターンの方々も含

めて農業について勉強していただいて、将来は地元に残っていただくことが目標である。

また、研修終了後には、１８年度、１９年度ともすべて地元に残って後継者として頑

張っている」との答弁がありました。

ほかに「市の広報広告掲載料について」の質疑等がありましたが、当局の説明を了と

し、討論はなく、採決の結果、本件は出席委員の一致をもって原案のとおり可決すべき

ものと決しました。

報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

次に、教育民生常任委員長２１番門脇一男君。はい、２１番。

○教育民生常任委員長（門脇一男君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１６６号「平成１９年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」のうち、当委員

会に審査付託となりました所管する予算につきましては、当局からの補正内容の説明に

対し、質疑において、「高齢者等除雪サービス事業は、地域によって利用見込み数に差

があるが、そういう制度があることを市民にちゃんと周知されているのか」との質問が

あり、当局からは「市民への周知については、昨年と同様に市広報への掲載、さらに民

生委員等への事業内容の説明等により、ＰＲに努めたい。また、地域によって利用者数

が異なることについては、従来から地域コミュニティ等の中で除雪対応が行われている

地域があり、そのような地域環境等によるところの利用者の違いである」との答弁があ

りました。

また、「老人憩い家の利用状況と今後の対応について」の質問に対しては、「１８年

度平均では、開設日１日当たり、少ないところでは１．４人、多いところでは３４．２

人と施設によって利用状況は異なっている。施設の大半は昭和４０年代後半につくられ
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たものであるため、大規模修繕が必要なところも見受けられるため、今後の方向性につ

いては市の財政事情も鑑みながら、各総合支所を交えて現在検討中である」との答弁が

ありました。

また、「協和統合小学校の路線バスを利用した登下校は、これまでの通学に比べて不

便にならないのか」との質問に対しては、「現在５路線で小・中学生が利用しているバ

ス停は２カ所あるが、これを統合小学校の体育館付近に移設する計画であり、それに合

わせて道路の改良も行っている。運行ダイヤについては、小・中学校の日課表に合わせ

て検討しており、小学校に到着する時間を６時５０分から７時４７分の間とし、小・中

学生が一緒に登校できるように、羽後交通や先生方と調整中である。もちろん地域の

方々の利便性にも十分配慮した運行ダイヤにしたいと考えている」との答弁がありまし

た。

そのほか２、３の質疑等の後、討論において「今回の補正予算は、ごみの有料化に関

連した予算が盛り込まれているものであり賛成はできない」との反対討論がありました。

採決の結果、出席委員の賛成多数をもって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

次に、建設水道常任委員長１０番千葉健君。はい、１０番。

○建設水道常任委員長（千葉 健君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１６６号「平成１９年度大仙市一般会計補正予算（第５号）」のうち、当委員

会に付託となりました所管する予算につきましては、当局からの補正予算の説明に対し、

「消雪施設等補助金は何ヶ所を予定しているのか」との質疑がありました。これに対し

当局からは「今年度は消雪パイプの新設が９組合、消雪パイプの更新が５組合、揚水施

設の更新が２組合で、合計１６組合の補助を計画している。補助申請は７月末で締め

切ったものであり、今回の補正予算は当初予算との差額を追加するものである」との答

弁がありました。

また、「各地域の除雪組合組織の設立について」質疑があり、当局からは「現段階で
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組織が設立したのは大曲地域のみで、中仙地域と神岡地域の臨時オペレーターは人数が

少ないこともあり、既存の除雪を請け負っている業者へ社員として勤務し、そこで除雪

作業を請け負うことになる。その他の地域の方々は、組合を設置して請け負っていただ

くことになる」と答弁がありました。

さらに「委託業者の単価と最低補償金について」の質疑では、「契約単価は平成１８

年度から秋田県の単価と同額としている。最低補償金については、今年度から各地域と

も統一した形とし、降雪量が平年並みであった平成１３年度、１４年度、１５年度の平

均稼働時間の４割という基準にし、４割に満たない場合は４割を上限に支払うこととし

ている」と答弁がありました。

また、「道路台帳作成経費は旧８市町村の補正となっているが、競争入札か随意契約

か」との質疑があり、当局からは「合併前の旧市町村時代からコンピューターを扱う業

者の関係で随意契約を行っている」と答弁があり、「道路台帳や国土調査事業は中央ゼ

ネコンでなくとも地元の業者でも可能となり、実績もある。地元の業者に発注する予定

はないのか」との質疑については、「よく検討して善処してまいりたい」と答弁されま

した。

そのほか２、３の質問がありましたが、討論もなく、当局の説明を了とし、採決の結

果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第であり

ます。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので討論なしと認めます。

これより議案第１６６号を原案について採決いたします。この採決は起立により行い

ます。本件は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（橋本五郎君） 起立多数であります。よって本件は、原案のとおり可決されまし

た。
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○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１５、議案第１７０号及び日程第１６、議案第

１７１号の２件を一括して議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長２１番門脇一男君。は

い、２１番。

○教育民生常任委員長（門脇一男君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１７０号「平成１９年度大仙市老人デイサービス事業特別会計補正予算（第１

号）」及び議案第１７１号「平成１９年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第１

号）」の２議案につきましては、当局からの補正内容の説明を了とし、採決の結果、出

席委員の一致をもって、本２案は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので討論なしと認めます。

これより議案第１７０号及び議案第１７１号の２件を一括して採決いたします。本２

件に対する委員長報告は原案可決であります。本２件は、委員長報告のとおり決するこ

とにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第１７、議案第１６７号から日程第１９、議案第

１６９号までの３件を一括して議題といたします。

本３件に関し、委員長の報告を求めます。建設水道常任委員長１０番千葉健君。はい、

１０番。

○建設水道常任委員長（千葉 健君）【登壇】 それでは３件を一括報告させていただき

ます。

議案第１６７号「平成１９年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）」、

議案第１６８号「平成１９年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」及
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び議案第１６９号「平成１９年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）」の３件につきましては、当局からの補正予算の内容説明に対し、格別なる質疑・

討論もなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべきも

のと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので討論なしと認めます。

これより議案第１６７号から議案第１６９号までの３件を一括して採決いたします。

本３件に対する委員長報告は原案可決であります。本３件は、委員長報告のとおり決す

ることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本３件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２０、議案第１７３号を議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長２１番門脇一男君。はい、

２１番。

○教育民生常任委員長（門脇一男君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１７３号「平成１８年度市立大曲病院事業会計決算の認定について」につきま

しては、予算が適正かつ効率的に執行されているか、また、事務事業の執行が法令及び

条例等に基づき適正に処理されているかなどにつき担当職員に説明を求め、審査いたし

ました。

審査終了後、意見の調整を行った結果、１つには、「年間取扱患者数を見ると、入院

延べ患者数は４万１，６４２人、外来延べ患者数は１万３，１６８人となっており、そ

れぞれ前年度に比較して８５３人、２４２人の増となっており、患者の確保については

努力の跡が見られる。」

２つには、「経営面では２回目のマイナス改定となった１８年度診療報酬決定の影響
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も大きく受け、取扱患者数が増加しているにもかかわらず、医業収益は６億２，２６７

万６，６４５円で、前年度比で約９３０万円の減となっている。また、医業費用は、患

者数に比例する薬剤費の増や購入単価アップによる燃料費等の増加により、７億

９，０８３万１，９９６円で、前年度比で約１，３８４万円の増となっており、一般会

計からの繰り入れによって収支を保っている状況である。

病院にとっての経営環境は、国の方針とあいまって今後も一層厳しい状況になると予

想されることから、より一層の収入の確保に努めるとともに、支出にあっては費用対効

果を十分視野に入れ実行するなど、経営改善に努められたい」

３つには、「精神科病院は、その利用状況からして精神的症状や老人性認知症を呈し

ている方々や地域の医療機関にとっても必要不可欠なものであると推察されることから、

今後もさらなる医療サービスの充実と良質な医療の提供に努められたい」との意見を付

して、本決算は出席委員の一致をもって認定すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので討論なしと認めます。

これより議案第１７３号を採決いたします。本件に対する委員長報告は認定でありま

す。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、認定することに決しまし

た。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２１、議案第１７４号を議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。建設水道常任委員長１０番千葉健君。はい、

１０番。

○建設水道常任委員長（千葉 健君）【登壇】 ご報告申し上げます。

議案第１７４号「平成１８年度大仙市上水道事業会計決算の認定について」でありま

すが、審査にあたっては、予算が適正かつ効率的に執行されているか、また、事務事業
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の執行が法令及び条例等に基づき適正に処理されているかなどにつき、慎重に審査いた

しました。

当局からの内容説明に対し、「賃貸対照表、資産の部の立木１，２５０万円は何なの

か」との質疑があり、当局からは、「宇津野台浄水場上流にある山の杉の木を購入した

もので、涵養林として管理しているものである」と答弁がありました。

また、「営業収益の水道料金の収入減は大口利用者である企業の関係などにより、超

過料金収入で前年度比約３，２５０万円の大幅な減収となっているようであるが、計画

中のイオン大曲ショッピングセンターが進出した場合の収入算定はどのぐらいになるの

か」との質疑では、「現在の計画では日量６００トンを使用する予定と聞いている。計

画の８割を見込んでになりますが、現行の水道料金で試算すると月額で約３７０万円、

年額では４，４４０万円程度になる」と答弁がありました。

当局説明を了とし、採決の結果、出席委員の一致をもって、本決算は認定すべきもの

と決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論の通告がありませんので討論なしと認めます。

これより議案第１７４号を採決いたします。本件に対する委員長報告は認定でありま

す。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、認定することに決しまし

た。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２２、請願第１４号から日程第２４、請願第１６号

までの３件を一括して議題といたします。

本３件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長２７番鎌田正君。はい、

２７番。

○企画産業常任委員長（鎌田 正君）【登壇】 ご報告いたします。
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本会議第３日に当委員会に付託されました請願３件につきまして審査いたしましたの

で、その経過及び結果についてご報告いたします。

請願第１４号「アメリカ産牛肉の輸入条件の緩和に反対し、国内での全頭検査を維持

する予算措置の継続を求めることについて」及び請願第１５号「生産者米価、農産物価

格の保障を農政の柱にすることについて」の２件につきましては、当局から参考意見を

求めた後、慎重審査した結果、再度検討を要するため、請願第１４号につきましては出

席委員の一致で、請願第１５号につきましては賛成多数をもって、それぞれ閉会中の継

続審査すべきものと決しました。

また、請願第１６号「循環型堆肥工場の建設に関することについて」は、当局から参

考意見を求めた後、審査において、委員より「生ごみを有効活用することは、これから

は必要な時代になってくるし、計画的に推進していかなければと認識している。堆肥工

場の建設については、市民より生ごみの分別についてしっかり理解してもらうことが大

前提となるし、市民がしっかりと理解された際にバイオマスタウン構想というものが成

立するのではないか。また、生ごみをどういう形で収集処理していくのかが見えてこな

いと、なかなか資源循環型に結びついていかないのではないのか」等の意見が出されま

したが、再度調査検討を要するため、本件は出席委員の一致をもって閉会中の継続審査

すべきものと決しました。

報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 討論なしと認めます。

これより、ただいま議題となっております案件中、請願第１４号を採決いたします。

本件については、ただいまの委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすること

にご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、委員長から申し出のとお
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り、閉会中の継続審査とすることに決しました。

次に、ただいま議題となっております案件中、請願第１５号を採決いたします。本件

については、ただいまの委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、委員長から申し出のとお

り、閉会中の継続審査とすることに決しました。

次に、ただいま議題となっております案件中、請願第１６号を採決いたします。本件

については、ただいまの委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご

異議ありませんか。

（「異議あり」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議がありますので、本件は起立により採決いたします。本件

は委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに賛成の諸君の起立を求め

ます。

（賛成者起立）

○議長（橋本五郎君） 起立多数であります。よって本件は、委員長から申し出のとおり、

閉会中の継続審査とすることに決しました。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第２５、陳情第５２号から日程第２９、陳情第５８号

までの５件を一括して議題といたします。

本５件に関し、委員長の報告を求めます。企画産業常任委員長２７番鎌田正君。はい、

２７番。

○企画産業常任委員長（鎌田 正君）【登壇】 ご報告いたします。

本会議第３日に当委員会に付託されました陳情５件につきまして審査いたしましたの

で、その経過及び結果についてご報告いたします。

陳情第５２号「「非核日本宣言」を求めることについて」、陳情第５５号「公共工事

における建設労働者の適正な労働条件の確保に関することについて」、陳情第５６号

「有害鳥獣対策の抜本強化に関することについて」及び陳情第５７号「悪質商法を助長

するクレジットの被害を防止するため、割賦販売法の抜本的改正を求めることについ

て」の４件につきましては、陳情者の願意を妥当と認め、出席委員の一致をもって採択
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すべきものと決しました。

また、陳情第５８号「仙北西部漁業協同組合に対する補助金の大仙市における復活交

付について」は、慎重審査の結果、再度検討を要するため、出席委員の一致をもって閉

会中の継続審査すべきものと決しました。

報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 討論なしと認めます。

これより、ただいま議題となっております案件中、陳情第５２号、陳情第５５号、陳

情第５６号及び陳情第５７号の４件を一括して採決いたします。本４件に関する委員長

報告は採択であります。本４件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本４件は、採択することに決しま

した。

次に、ただいま議題となっております案件中、陳情第５８号を採決いたします。本件

については、ただいまの委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、委員長から申し出のとお

り、閉会中の継続審査とすることに決しました。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３０、陳情第５３号から日程第３４、陳情第６１号

までの５件を一括して議題といたします。

本５件に関し、委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長２１番門脇一男君。は

い、２１番。
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○教育民生常任委員長（門脇一男君）【登壇】 ご報告いたします。

当委員会に審査付託となりました陳情５件について、必要に応じて当局の意見等を求

め、慎重に審査いたしました結果、陳情第５３号「原爆症認定制度の抜本的改善を厚生

労働省に求めることについて」及び陳情第５９号「原爆症認定制度の改革を求めること

について」、さらに陳情第６０号「いじめ・不登校対策のための施策を求めることにつ

いて」、陳情第６１号「「地域安全・安心まちづくり推進法」の早期制定を求めること

について」までの４件につきましては、その願意を妥当とし、出席委員の一致をもって

採択すべきものと決しました。

また、陳情第５４号「県に「子育て新税」導入をしないよう求めることについて」に

つきましては、「まだ新税の具体的な内容が示されておらず、調査検討を要するとして

継続審査を求める」意見と、「願意は妥当であるとして採択すべき」との意見がありま

した。採決の結果、出席委員の賛成多数をもって、本件は閉会中の継続審査とすべきも

のと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 討論なしと認めます。

これより、ただいま議題となっております案件中、陳情第５３号、陳情第５９号、陳

情第６０号及び陳情第６１号の４件について一括して採決いたします。本４件に関する

委員長報告は採択であります。本４件は、委員長報告のとおり決することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本４件は、採択することに決しま

した。

次に、ただいま議題となっております案件中、陳情第５４号を採決いたします。陳情

第５４号については、ただいまの委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とする
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ことにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、委員長から申し出のとお

り、閉会中の継続審査とすることに決しました。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第３５、意見書案第３２号から日程第４２、意見書案

第３９号までの８件を一括して議題といたします。

意見書案第３２号及び意見書案第３４号から意見書案第３６号までの４件は、２７番

鎌田正君ほか７名から、意見書案第３３号及び意見書案第３７号から意見書案第３９号

までの４件は、２１番門脇一男君ほか６名から、それぞれ提出されております。よって

本８件は、会議規則第１４条に規定する要件を満たしております。

お諮りいたします。意見書案第３２号から意見書案第３９号までの８件については、

会議規則第３７条第２項の規定により、提案理由の説明及び委員会の付託を省略いたし

たいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本８件については、提案理由の説

明及び委員会の付託を省略することに決しました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 討論なしと認めます。

これより意見書案第３２号から意見書案第３９号までの８件を一括して採決いたしま

す。本８件を原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本８件は、原案のとおり可決され

ました。

お諮りいたします。ただいま意見書案第３２号から意見書案第３９号までの８件が議

決されましたが、その条項、字句、数字、その他の整理を要するものにつきましては、
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その整理を議長に委任されたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって、条項、字句、数字、その他の整

理は議長に委任することに決しました。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第４３、閉会中の各委員会の継続審査及び所管事務調

査についてを議題といたします。

各委員長からお手元に配付のとおり、会議規則第９７条、第１０３条の規定により、

継続審査及び所管事務調査について申し出があります。各委員長からの申し出のとおり、

閉会中の継続審査及び所管事務調査することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって、各委員会の継続審査及び所管事

務の調査は、閉会中の継続審査及び所管事務調査とすることに決しました。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第４４、議案第１７５号及び日程第４５、議案第

１７６号までの２件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 ご説明申し上げます。

追加議案書の１ページをご覧いただきたいと思います。

議案第１７５号、工事請負契約の締結について、ご説明申し上げます。

本案は、大曲駅前第２地区都市再生住宅建設（建築主体）工事について、大仙市議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の第２条の規定により、議

会の議決をお願いするものであります。

去る９月１２日に指名競争入札を執行した結果、さとう・佐々木組・丸茂組特定建設

工事共同企業体が落札いたしましたので、契約金額８億６，３１０万円で仮契約を締結

したものであります。

工事の主な内容でありますが、大花町地内に鉄筋コンクリート造り７階建て、延床面

積７，５５４．４２平方メートルの都市再生住宅を建築するもので、高齢者住戸２４戸

及び一般住戸２８戸の合計５２戸に、高齢者生活相談所と子育て支援施設を併設するも

のであります。
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工期は、平成２０年１１月２８日までとなっております。

次に、２ページになります。

議案第１７６号、工事請負契約の締結について、ご説明申し上げます。

本案は、大沢郷地区簡易水道施設整備事業構造物建設工事について、大仙市議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の第２条の規定により、議会の

議決をお願いするものであり、去る９月１２日に指名競争入札を執行した結果、扶桑建

設工業株式会社仙台支店が落札いたしましたので、契約金額７億４，３９２万５千円で

仮契約を締結したものであります。

工事の主な内容でありますが、大沢郷地区簡易水道施設整備事業に係る構造物として、

水源地取水施設、浄水場、排水場、送水ポンプ場を建設するもので、工期は平成２４年

３月９日までとなっております。

以上２件につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りま

すようお願い申し上げます。

○議長（橋本五郎君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

議案第１７５号及び議案第１７６号の２件は、建設水道常任委員会に付託いたします。

この際、委員会審査のため暫時休憩いたします。再開は午後１時にいたします。

午前１１時１９分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 １時３０分 再 開

○議長（橋本五郎君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

○議長（橋本五郎君） 日程第４４、議案第１７５号及び日程第４５、議案第１７６号の

２件を再び議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。建設水道常任委員長１０番千葉健君。はい、

１０番。

○建設水道常任委員長（千葉 健君）【登壇】 ご報告申し上げます。

休憩前の本会議において当委員会に審査付託となりました事件につき、委員会を開催

いたしましたので、その経過及び結果についてをご報告申し上げます。
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議案第１７５号「工事請負契約の締結について」につきましては、当局からの内容説

明に対し、質疑において、「地元の業者に発注いただき感謝している。工事においては、

下請け業者とか小さな業者に対しても地元大仙市の業者をお願いしたい」との要望もあ

りました。討論もなく採決の結果、当局説明を了として、出席委員の一致をもって、本

件は同意すべきものと決した次第であります。

次に、議案第１７６号「工事請負契約の締結について」につきましては、当局からの

内容説明に対し、「指名業者１０社のうち３社が辞退した理由は何か」との質疑があり、

当局からは、「１社は自社の設計が予定価格を上回るという理由、２社は工事期間が長

いために専任の技術者を長期間配置することができないという理由で辞退された」と報

告がありました。

また、「落札された扶桑建設工業株式会社の上水道工事における実績と資本金はいく

らなのか」との質疑があり、当局からは、「水道施設については県内の実績はない。岩

手県で実績がある。農業集落排水工事の処理場等については、１８年度、太田の今泉地

区で請け負って施工している。実績を見ると、水道施設工事についても３年平均で年間

に５３億８，３００万円の完成工事高の総合評定の通知をいただいている。資本金は

１７９億８，４３８万５千円である」と報告されました。

また、「７億円の落札額において、地元業者でも施工できる取付道路等の内訳は何割

になるのか」との質疑では、「業種としては大きく４つに分類され、水道施設工事とし

て３１％、建築工事として１１％、電気設備工事として４４％、機械設備工事として

１４％となっている。取付道路等の土木関係工事は水道施設工事に入り、２億

６，２００万円ほどのうち土木工事は６，０００万円ほどである」と報告されました。

また、メンテナンスの部分についての質疑では、「扶桑建設工業株式会社は建設会社

であるので、メンテナンスは専門のメンテナンス業者に新たな発注になる」と答弁され

ました。討論もなく採決の結果、当局説明を了として、出席委員の一致をもって、本件

は同意すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋本五郎君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。
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これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 討論なしと認めます。

これより、議案第１７５号及び議案第１７６号の２件を一括して採決いたします。本

２件に対する委員長報告は同意であります。本２件は、委員長報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、同意することに決しま

した。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第４６、議案第１７２号を議題といたします。

お諮りいたします。本件については、決算特別委員長から閉会中の継続審査の申し出

があります。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本件は、委員長から申し出のとお

り、閉会中の継続審査とすることに決しました。

○議長（橋本五郎君） 日程第４７、議案第１７７号から日程第５０、議案第１８０号ま

での４件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第１７７号から議案第１８０号までの人権擁護委員

の候補者の推薦につき意見を求めることについて、ご説明申し上げます。

本４件は、当市人権擁護委員２５名のうち、渡部睦子氏、花津谷環氏、藤原成雄氏、

宇野聖子氏の任期が来る平成１９年１２月３１日をもって満了いたしますが、その後任

候補者の推薦について秋田地方法務局から依頼がありましたので、４氏全員を再推薦す

るため、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（橋本五郎君） これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第１７７号から議案第１８０号までの４件については、会議

規則第３７条第２項の規定により委員会の付託を省略いたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本４件については、委員会の付託

を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 討論なしと認めます。

これより議案第１７７号から議案第１８０号までの４件を一括して採決いたします。

本４件は同意と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） ご異議なしと認めます。よって本４件は、同意することに決しま

した。

○議長（橋本五郎君） 次に、日程第５１、これより平成１９年７月１３日告示、秋田県

後期高齢者医療広域連合議会議員補欠選挙の大仙市議会投・開票を行います。

議場の閉鎖を命じます。

（議場閉鎖）

○議長（橋本五郎君） 在席議員の数を確認いたします。

在席議員の数は２９名であります。

これより選挙を行うものは、広域連合議会議員の市議会議員区分であります。

投票用紙を配布いたします。

（投票用紙配付）

○議長（橋本五郎君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 配付漏れはないものと認めます。

投票箱を点検いたします。
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（投票箱点検）

○議長（橋本五郎君） 投票箱は異常ないものと認めます。

それでは、投票を開始いたします。

念のため申し上げます。投票は、単記無記名であります。

投票用紙に候補者の氏名を記載の上、点呼に応じて順次投票願います。

点呼を行います。

（事務局点呼・投票）

○議長（橋本五郎君） 投票漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋本五郎君） 投票漏れがないものと認めます。

投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

○議長（橋本五郎君） 開票を行います。

会議規則第３１条第２項の規定により、立会人に５番藤井春男君、６番杉沢千恵子君、

７番佐藤孝次君を指名いたします。

したがって、３君に立ち会いをお願いいたします。

（開票）

○議長（橋本五郎君） 開票が終了いたしました。

投・開票の結果を報告いたします。

投票総数２９票、これは先程の出席議員数に符号しております。そのうち有効投票

２９票、無効投票０票。有効投票中、竹内睦夫２６票、加賀屋千鶴子２票、加賀谷正美

１票。

以上のとおりであります。

広域連合議会議員選挙につきましては、投・開票結果の報告までとなります。

なお、当選人は、選挙を管理する広域連合事務局で全市町村議会の選挙における得票

数を集計し決定となります。

これをもちまして、平成１９年７月１３日告示の秋田県後期高齢者医療広域連合議会

議員の補欠選挙、大仙市議会投・開票を終了いたします。
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○議長（橋本五郎君） 以上で、本定例会の日程は全部終了いたしました。

これにて平成１９年第３回大仙市議会定例会を閉会いたします。

本当に長時間ご苦労様でございました。

午後 １時５０分 閉 会
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

平成 年 月 日

大仙市議会議長

議 員

議 員

議 員
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